


研究要旨 静岡県 1 市において、1993 年、1994 年の小学5 年生時およびその3 年後に生活

習慣病予防健診を受け、結果の得られた者小児の 3 年間での変化を調査した。肥満度、血

圧、血清脂質値全てにおいて、有意な相関がみられた。総コレステロール値 200 ㎎/d1 以

上の者の割合が、男では 3 年間で減少していたが、女では増加していた。 


